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The jerry can was originally designed in Germany. 
It has three handles on top, making it durable and 
user-friendly, and it is now used worldwide as 
a fuel can. In Japan, it was likely first recognized 
as part of the image of U.S. military jeeps, which 
carried jerry cans during the occupation. 
In this photo, two jerry cans are strapped to the 
rear of an M1126 Stryker Infantry Carrier Vehicle. 
The illustration is from Military Specification 
A-A-59592, published in 1990.”
ジェリカンはもともとドイツでデザインされた。上部に3本の持ち手があり、
丈夫で使い勝手がよく、現在では世界中で燃料缶として使われている。日本
では占領軍として駐留した米軍が、ジープにジェリカンを積んだ絵面とし
て見知ったのが最初だろう。この写真では、M1126ストライカー歩兵輸送車
の後部に、2個のジェリカンがストラップでホールドされている。図版は
1990年発行のミルスペックA-A-59592より。　Photo/US Navy
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西側陣営の柱となる国々の思惑が何度も交錯する中で生まれたFAL。
バトルライフルの傑作として今日も揺るぎない存在感を放つ理由は何なのか。
このライフルが積み上げてきた実績と実力を様々な角度から検証する。

Report by KEN NOZAWA
図版解説／鈴木健太郎　Illustration／M.kelly
Photo／U.S.ARMY、USMC、USAF、Argentine Army、Brazilian Army、Australian War Memorial、
the Dutch National Archives、Swedish Army Museum、Bouillant Achille、WPP Archive

自由世界の右腕
THE FN FAL
BATTLE RIFLE

アメリカが1983年に実施したグレナダ侵攻作戦　オペレーシ
ョン・アージェントフューリーでアメリカ軍とともに戦った
OECS（東カリブ諸国機構）軍の兵士たち。彼らはFALで武
装しており、細長いシルエットや大型の折りたたみ式キャリ
ングハンドルなど、このライフルの特徴が良く分かる。OECS
軍では全ての部隊でFALとあるいはFALのイギリス軍仕様、
L1A1が用いられ、ここに写っているのは全て標準型である。
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FN社がアメリカ向けに作成したFALの広告。「LIGHT 
AUTOMATIC RIFLE」と英訳された名称表示となっている
のが面白い。このFALはタイプ２のアッパーレシーバーを備
えており、段差が部分的に無くなった特徴的なデザインとな
っているのが分かる。タイプ２アッパーレシーバーは1962年
に登場し、1973年頃からタイプ３へ更新された。

ン付き軽機関銃仕様）、折りたたみストッ
クのFAL 50.61、そしてパラトルーパー
モデルの50.62/63（折りたたみストック
と432mm銃身）もバリエーションモデルと
して製造されてきた。
　FN社でもっとも成功した銃と呼ばれ

「自由世界の右腕」として活躍してきた
FN FALだが、1964年以降アメリカが
5.56㎜弾を新たな標準弾薬として採用し

たことで時代の変化に呑まれていくこと
となる。より軽く、より制御しやすい火
器として、M16、FAMAS、HK33などが
台頭し始めたのだ。1976年にはFN社も
FALに代わる次世代のアサルトライフ
ルのFNCを開発している。
　とはいえ、現在でもFN FALを採用し
ている軍や警察は多く、過去にも、キプ
ロス紛争、コンゴ動乱、キューバ革命、ベ

トナム戦争、フォークランド紛争など、
数多くの戦場で主力火器として使用さ
れている。

バトルライフルの未来と 
アサルトライフルの今後

　当初は“アサルトライフル”として開
発をスタートさせながらも外力によっ
て“バトルライフル”として完成したFN 

標準型、あるいはメートル規格型と呼ばれるFALのラインナップ。上の２つのモデルが備えているフ
ラッシュハイダーは1950年代の終わりに登場した古いタイプで、同じ時期にブローニング社によっ
てアメリカに輸入されたFALに付けられていることが多いため「ブローニングハイダー」という呼び
名がある。銃身が短い空挺仕様はメートル規格型としては例外的とも言うべき折りたたみ式のチャー
ジングハンドルを備えており、銃身長が45.8㎝と43.6㎝の２種類にさらに分かれるが、ここで写って
いるのは43.6㎝の銃身を持つ「ベルギー空挺部隊仕様」と呼ばれるモデルで、彼らが降下に用いる
C-119輸送機のドアに干渉しないギリギリの長さとなっている。２挺写っている火力支援型の違いは
銃床の材質のみで、木製銃床を持つモデルは合成樹脂仕様より重い代わりにフルオート射撃時の安定
性が高い。５挺のFALはどれもアッパーレシーバーに設けられていた段差が無くなっているが、これ
は強度を増すための措置で、FALのアッパーレシーバーは段差付きのタイプ１ 、段差が部分的に無く
なったタイプ２ 、段差が完全に省略された写真のタイプ３に大きく分けられる。

028 029



ベトナムで戦った
オーストラリア軍の兵士たち
ベトナム戦争におけるオーストラリア軍の活動を取り上げるシリーズ、
今回は3RARの略称を持つ王立オーストラリア連隊第３大隊です。

王立オーストラリア連隊編③
文／鈴木健太郎　写真／AUSTRALIAN WAR MEMORIAL, WPPアーカイブ

迎えに現れたUH-1ヘリのパイロットと交信する3RARの無線手。ヘリはアメリカ軍の所属で、
無線手の後ろには搭乗準備を整えた兵士たちが写っている。

王立オーストラリア連隊第３大隊の紋章。
第３大隊はライフルグリーンを基調とした
連隊紋章を与えられており、“Old Faithful

（忠実なる古株）”という呼び名がある。

トラックの荷台に乗って輸送部隊を警護する3RARの兵士たち。全員がアメリカ軍
から供与されたボディーアーマーを着用しており服装には統一感があるが、武器
はL1A1ライフル、F1サブマシンガン、供与品のM16とバラバラなのが面白い。

UH-1に荷物を積み込む3RARの兵士たち。
容器の表面を良く見るとWATERとモール
ドされており、中身は恐らく飲用水である。

右手に制式ライフルのL1A1を下げ、鹵獲品の
AK-47アサルトライフルを担いだ3RARの兵
士。ベトナムではアメリカ軍のM16が初期不
良に泣かされる中でAK-47が驚くべきタフネ
スぶりを発揮したことが知られているが、
L1A1もマラヤやボルネオでの戦いに投入さ
れて十分な信頼性を確立しており、その力に
疑問を抱く者はほとんどいなかった。

第１装甲連隊のセンチュリオン戦車に跨乗して解放戦線の掃討任務にあたる3RARの兵士たち。
戦車の揺れで紛失するのを防ぐためか、ここに写る兵士は誰一人ヘッドギアを着用していない。

休憩のために戦車から降りる3RAR
の兵士たち。敵の脅威は完全に排除
されているようで、銃を持っている
兵士は見当たらない。また彼らはこ
の休憩で腹ごしらえをするつもりな
のか、腰を下ろした兵士の脇にはC
レーションの箱が置かれている。
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●解説／松原 隆　●撮影／山崎 学　●協力ショップ／LAZY CAT、トイソルジャー、TRi’S（旧特小工房）　●協力／木島秀邦　●実物画像／SPECWARGEAR COM

2000年米国海兵隊FSBE装備特集 part 3

第203回［現用米軍装備カタログ］

The Full Spectrum Battle Equipment
2000年頃から海兵隊MEUに納品されたFSBE（The Full Spectrum Battle Equipment）システム・キット。
この中にはMICH TC2000ヘルメットや海兵隊オリジナルのロード・ベアリング・ベスト、各種CQB専用ポーチや

MOLLE対応防弾ベスト等、当時の最新CQBE装備が入っていた……。2024年７月号からスタートした
米国海兵隊 FSBE（The Full Spectrum Battle Equipment）装備特集第３弾、装着例編です！



BERETTA M92FS BRIGADIER ELITE G10 GRIP Ver.

※撮影用のモデルはプロトタイプのため、量産品とは仕様が異なる場合があります。

●Photos ＆ Text by 
　SHOTGUN MARCY　
問タナカ・ワークス 
https://www.tanaka-works.com

TANAKA 
WORKS

Evolution.2 
ALL Heavy Weight

バレルの強いコントラス
トが、鮮烈な印象を残す１
挺だ。
　蓄光材を埋め込んだフ
ロント・サイト、ノバッ
ク・タイプのリア・サイト、
ラージ・ヘッド・タイプのマ
ガジン・リリースボタンなど、
M92FSブリガディアならでは
のパーツを組み合わせた“ベレッ
タM92FSブリガディア・エリー
ト”。外観にもパーツにもタクティ
カル・テイストが漂うこのM92FS
を、新たなベレッタ・コレクション
に加えよう!!

SIG P226 Mk.25
S&W M36 2inch “Lady Smith” 

Heavy Weight Ver.2

MODEL GUN

ながら、破損そのものを防止するス
ライド・デザインを採用している。
破損の主な原因とされた、ロッキン
グ・ラグが噛み合うリセス部分を厚
く残して強度を向上させた強化ス
ライドは、ベレッタ初のショートリ
コイル・モデルM1951のコマーシャ
ル・ネームだった「ブリガディア」
にちなんで「ブリガディア・スライ
ド」と命名され、1994年 ７ 月に「M92
ブリガディアFS」でシリーズがス
タートした。
　ブリガディア・エリートは、携帯
性とファースト・ドローを考慮した
4.7インチのアウター・バレルを組み
合わせたCQBタイプのバリエーシ

ョン。スクエア・
タイプのトリガー・ガード、

バック・ストラップとフロント・
ストラップに刻まれた深いチェ
ッカー、M92G-SDタイプのカ

ッティングを施したフレーム一体成
型のピカティニ・レイルなどが再現
されている。グリップ・パネルはグ
レー＆ブラックのG10製。M92FSシ
リーズ初登場のコンビネーション・
パターンが、優れたノン・スリップ
効果と独特のグリップ・フィーリン
グを提供してくれる。ややグレー系
の強いマット・シルバーにカラーリ
ングされたCBHW製の本体は、焼き
付け塗装でステンレス・モデル「ア
イノックス（INOX）」のイメージを
再現。本体のマット・シルバーと、ブ
ラックにカラーリングされた
外装パーツやアウター・

ロッキング・リセス部分を強化した耐久性の高いブリガディア・
スライド。ベレッタらしいハイセンスなデザインも大きな魅力だ。

エリート1Aから引き継いだレ
ールド・フレームを採用。フラ
ットに加工されたトリガー・ガ
ード前面、厚手になったレール
部分など、フレーム側もスライ
ドに呼応するタフなイメージに
デザインされている。

スライド先端に合わせてバレルをカットし
たブリガディア・エリート。実測で5㎜前後
の差だがベーシックなM92FSに比べてか
なりコンパクトな印象を受ける。

リア・サイトはタクティカル・モデルに
ベストマッチのノバック・タイプ。スラ
イドにセットされたアンビ・タイプのセ
フティ・レバーは、信頼性の高いデ・コ
ッキング機能を兼ね備えている。

ダブテイル・スリットに嵌め
込まれた大型フロント・サイ
トは蓄光材を利用したホワイ
ト・ポイント・タイプ。サイ
ト後面に反射を防ぐセレーシ
ョンも追加されている。

フレームに一体成型さ
れたアクセサリー・レ
イルは、汎用性に優れ
た20mmサイズ。新た
にデザインされたロッ
ク用のグルーブ、軽量
化を目指したカット・
アウトなどが再現され
ている。

GUSGUN
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ベトナム戦争
アメリカ軍・ARVNとベトコンの軍装品

来年で終結から50年を迎えるベトナム戦争。かつては豊富に出回っていたアメリカ軍の放出品も
今では希少な存在となった。その中で精力的に当時の軍装品の販売と複製品の製作を続けるサムズミリタリ屋。

今回は同社が新たにベトナムで発掘したミリタリアを始めとする、当時の軍装品を紹介しよう。
解説／菊月俊之　写真／青木健格　

撮影協力／サムズミリタリ屋 ☎03-6680-4648 https://www.sams-militariya.com、MASH☎06-6567-3312 http://www.mash-japan.co.jp

“クアン・カーン（Quan Canh/QC）”と呼ばれる南ベトナム陸軍憲兵隊は1953年にフランス軍憲兵隊
（Gendarmerie）の一部として設立され、メンバーは歩兵科の優秀な下士官から選ばれた。そして55年に再編
成されてフランス軍から独立し、61年に南ベトナム軍の正式な組織となっている。
　QCの任務は軍法と治安の維持、そして交通管制で、訓練と教育機関（憲兵学校）はアメリカ軍憲兵隊の
それをモデルにしていた。そしてベトナム戦争初期には、アメリカ陸軍の憲兵が顧問として配属されている。
QCは軍の優秀な人材で構成され、将校は大学教育を受けていることが必須だった。そして選抜された将校
はアメリカの憲兵学校（ジョージア州フォート・ゴードン）に派遣されて専門的訓練を受けている。
　ここで紹介する南ベトナム陸軍憲兵のヘルメットは戦争終結後に軍用品倉庫に保管されたもので、最近に
なって軍用品の海外持ち出し禁止措置が解除されたことで入手可能となったもの。ちなみに高温多湿のベト
ナムの気候でチン・ストラップとライナーが劣化していたため、サムズミリタリ屋ではそれらを交換して販
売している。

南ベトナム軍憲兵ヘルメット

南ベトナム軍憲兵隊軍旗
ベトナム戦争中の南ベトナム軍憲兵隊はアメリカ軍憲兵隊の影響を強
く受けており、交差したピストルの憲兵徽章はアメリカ陸軍憲兵章と
同じデザインを使用している。

　ここで紹介する銃器用潤滑油のボトルはLSA ウエポン・オイルの4オンス用で、LSA
は洗浄、酸化防止、腐食防止剤を配合した石油ベースの潤滑油。ベトナム戦争で使用さ
れたM16ライフルのトラブルの一因となったのが陸軍の支給した小火器用の潤滑油だっ
たが、LSAはそれによるトラブルを解決したもので、M16にとって最適と評されている。
　ここで紹介するLSAのボトルは容量が4オンス（約120㎖）だが、初期のボトルは色
が白で容量も半分の2オンスだった。またM16ライフル用のクリーニング・キットには
容量1/2オンスのLSA用ボトルが付属している。ボトルに記されたLSAのアイテム名は
最初“Weapon Oil Medium（銃器油 中サイズ）”だったが80年代（？）から“Lubricating 
Oil Semi-Flud（半流体潤滑油）”に変更された。「半流体」の名が示すようにLSAの粘度
はオイルとグリースの中間。LSAは石油ベースのため低温では粘度が増すため、80年代
には寒冷地向けのCLP（Cleaner Lubricant Preservative/洗浄、潤滑、防腐剤）が導入さ
れ、LSAと併用されている。

LSA ウエポン・オイル・ボトル
WEAPON OIL MEDIUM

憲兵（QC）ヘルメット
正面にベトナム語で憲兵を意味する“CQ”、そしてアメ
リカ陸軍のMPヘルメットと同様に帯が描かれた南ベト
ナム軍の憲兵ヘルメット。アメリカ陸軍MPでは帯の色が
編成規模で異なり、師団が赤、軍団が青と白、軍が白と赤、
それ以外が白だが、南ベトナム軍が同じシステムだった
かは判然としない。（撮影協力：サムズミリタリ屋/VN戦　
南ベトナム軍ヘルメットCQ（憲兵）/価格 ３万7400円）

ヘルメット側面には白丸が描かれ、そこに所属を表す
部隊番号等を記入。中には無記入やレンジャー部隊章
を描いたものも存在している。写真のものは交差した
小銃と剣、そしてヘルメットを組み合わせたマークが
描かれているが、詳細は不明。アメリカ陸軍では服装
規定でMPヘルメット側面のマーキングは右が白丸に
部隊章、左に部隊番号としているが、ここで紹介する
南ベトナム軍のヘルメットは左右同じ。

南ベトナム軍憲兵隊章
ユニフォームに着用する憲兵隊章。南ベトナム軍で
一般的な機械織り製。写真は正規のデザインだが、中
には交差した拳銃がコルト・シングル・アクション・
アーミー（ピースメーカー）になっている非正規品
も存在する。（撮影協力：MASH/91-00-8213 NAM
戦 南ベトナム軍憲兵パッチ/価格1980円）

ヘルメット・ライナー
ヘルメット・ライナーはベトナムの高温多湿な気候で劣
化していたため、現在販売中のものは別途変更されてい
る。写真のライナーは一般歩兵用の通常タイプ。

交通憲兵（TS）ヘルメット
こちらは交通憲兵を表す“TS”の文字を描いたヘルメット。このヘルメットは治安任務のため、一時的に憲兵部隊に配属された非
憲兵部隊の兵士が着用したもの。このほかに“KS”の文字を描いたものも存在するが、こちらは軍人と民間人の混成からなる軍
官警察隊（フランスでみられる形態で、行政、司法、軍事における警察業務を担当）が使用したといわれる。帯の色が３段になっ
ているが、これはアメリカ軍MPには見られないマーキング。（撮影協力：サムズミリタリ屋/VN戦 南ベトナム軍ヘルメットTC）

　ベトナム戦争当時の記録写真を見ると、当時のアメリカ兵は様々な装備をヘルメッ
トのカモフラージュ・バンドに挟んで携行しているのに気が付く。これは使用頻度の高
いアイテムにすぐ手が届くようにするための配慮だが、他の戦争では見られない一種
のファッションでもあった。ただし海兵隊ではヘルメットのカモフラージュ・バンドを
使用しないのが一般的で、ヘルメットに物を挟むのは主に陸軍となっている。

ヘルメット・アクセサリー

　ベトナム戦争中に兵士たちから“モスキート・ジュース”と呼ばれた虫除け剤は、2
オンス（約60㎖）のポリ製ボトルに入れて支給された。初期の虫除け剤のボトルは白だ
ったが、ヘルメット・バンドに挟むと戦場で目立つという問題があった。このためウエ
ポン・オイルのボトルと同様、色をオリーブ・グリーンに変更している。
　使用方法はボトルを振って手のひらに12滴取り、両手をこすり合わせて露出した肌
に薄く塗るというもので、目や唇に付けないように注意する。当時の兵士によれば「無
臭だが、ベットリとしていて、まるでオイルを塗りつけている感触だ。皮膚呼吸が出来
なくなった顔からは、脂汗が流れ落ちてくる。それにしても効果はあった」（横内仁司 

『ドッグ・タグ』角川書店）とのこと。またモスキート・ジュースは以外な用途にも使
用されたが、それはMCIの缶詰の過熱用だった。これは虫除け剤の成分にエタノール

（アルコール）が含まれているのが理由で、不人気だったMCIのピーナツバターに振り
かけて火をつけた。ある兵士は家族への手紙に「知っての通り、ピーナツバターは燃え
るし、防虫剤はゆっくり燃える ― 両方あわせると約十分間燃え続ける。大したものだ
よ。」（バーナード・エデルマン編　中野理恵監訳『ディア　アメリカ』現代書館）と書
いている。

虫除け剤（モスキート・ジュース）
INSECT REPELLENT(MOSQUITO JUICE)

ベトナム戦争中のアメリカ陸軍兵士は、ヘルメットの
カモフラージュ用バンドに様々なアイテムを挟んで携
行することが多かった。ここでは、M16ライフルの20
連マガジン、MCIレーション同梱のタバコと、トイレ
ットペーパーが確認できる。（Photo:U.S. Army）

今回サムズミリタリ屋に入荷したのは色がオリー
ブ・グリーンで容量4オンスのタイプ。オリーブ・
グリーンのボトルには黄文字で注意書きが入れら
れたが、今回紹介のものでは経年によって消えて
いる。注意書きの内容は「詰め替え可能」「よく振
ること」そして「この潤滑剤をフードプロセッサ
ーや食品加工機に使用しないこと。潤滑剤が付着
して食品を汚染する」というもの。（撮影協力：サ
ムズミリタリ屋/VN戦　米軍ヘルメット・アクセ
サリーC：LSAオイル/価格 4180円）

M16ライフル用
クリーニング・キット
M16ライフルのバットストック

（銃床）内にはクリーニング・キ
ットを収納したが、その中には
容量0.5オンス（約15㎖）のボト
ル（矢印）が含まれていた。

今回サムズミリタリ屋に入荷したのは
ボトルの色が白の初期タイプで、経年
によって注意書きは消えている。（撮影
協力：サムズミリタリ屋/VN戦　米軍
ヘルメット・アクセサリーB：モスキー
ト・ジュース/価格 4180円）

こちらはボトルの色
がオリーブ・グリー
ンの後期タイプ。ウ
エポン・オイルでは
注意書きが黄文字だ
が、虫除け剤では黒
文字（読みづらい）
を使用。虫除け剤の
成分はメタトルアミ
ド、ジメチルトルア

ウエポン・オイルと同様に虫
除け剤のボトルは白だったが、
ヘルメット・バンドに挟んで
携行すると目立つため、しば
しば敵狙撃兵の標的となった。
このためボトルの色は戦場向
けにオリーブ・グリーンに変
更され、視認性は大幅に低下
している。

ミド等の虫除け有効成分と、化粧品にも使用され
る変性エタノール（工業用エタノールの飲食用転
用防止のため変性剤を添加したもの）。

068 069



SAA.45 キャバルリー 7 1/2インチ カスタム
●全長：330㎜　
●インナーバレル長：70㎜　
●重量：446ｇ（※カートリッジ込）　
●装弾数：６発　
●動力源：コッキング式エアー、10歳以上用
●可変HOP-UP搭載　
●平均初速：34m／秒＝約0.116ジュール
（※ファイネストBB弾0.2ｇ使用、気温28℃、湿度50％）　
●近日発売・価格未定

Photo & Text by Takeo Ishii　
東京マルイ☎03-3605-1113 
www.tokyo-marui.co.jp

BBエアーリボルバーPRO

シリーズ最長7 1/2インチ銃身キャバルリー（騎兵）モデルのゴージャスなカスタム

　SAA（＝シングルアクション・ア
ーミー）.45の実銃は1973年に生産が
開始され、7 1/2インチ銃身を備えた

「キャバルリー（騎兵）」モデルが米
軍に制式採用された。強力な弾薬に
耐える頑強なフレーム構造を持ち壊
れにくく、米軍での任務のほか西部

開拓時代にも広く普及し、まさに今
日のアメリカ国家を築く礎となった
拳銃とも言われ「ピースメイカー（＝
平和の創造者）」の別名は今日に至っ
ても世界中に轟いている。
　そんなSAA特有の操作法のリア
ルさ、楽しさを実現し、10歳以上用

ブラス（真鍮）フレームや、焼き入
れされた鋼鉄色のケースハードゥ
ン・ハンマーを質感バツグンの特
殊塗装で再現した意欲作。木目が
リアルなウッド調グリップも相ま
って、シリーズ随一の存在感、ゴー
ジャス感！
　アーティラリーやシビリアンを既
に持っているSAAファンはもちろ
んだが、このキャバルリー・カスタ
ムだけを最初に見たビギナー・トイ
ガンファンのハートにも、グッと深
く突き刺さるだけの魅力と輝きが、
この銃にはある！

10歳以上用（＝0.135J以下）パワーながら飛距離・操作性ともに実用性充分なエアーコッキング・リボルバーで、
あの「西部の拳銃」＝ピースメイカーならではの操作と楽しさを追求するエアーリボルバーPRO／SAA.45シリーズに、
軍用拳銃への原点回帰たる長銃身ド迫フォルムと華麗なるアレンジを加えた大胆不敵な第3弾モデルが登場！

軍用SAAの原点たる長銃身
＋華麗なるブラスフレーム

「.45ロングコルト弾」とほぼ同サイズのカートリッジは６発
で約45ｇの重量となり、シリンダーに程よいトルク感を与え
る。ノズルでカートリッジ中央が押されると弾頭部が飛び出
し、HOPパッキン後部に密着する。

SAA.45 Cavalry 
7 1/2inch Custom

スラリと長い7.5インチバレルが存在感抜群！ カ
ートリッジ先端とシリンダー前面はほぼ面（ツラ）
位置で、インナーバレル後方パッキンと密着しエ
アーを漏らさない仕様はシリーズ共通。

バレル上面には軍用SAA.45の特徴だったコ
ルト社名と所在地の刻印。バレルと平行に取
り付けられたイジェクターロッドも実銃同様
に機能し、カートリッジを押し出せる。

可変HOP-UPの調整は
シリンダーギャップから
覗くダイヤルのギザギザ
に付属の「HOP調整ツー
ル」を引っ掛けて行う。

「0.12ｇBB適正」～「0.20
ｇBB適正」まで半周ほど
動かせる。

歪みをなくすため内蔵された金属製内部フレームの効果もあって、グリップ内エアシリンダーのスプリングを圧縮している
割には軽く起こせるハンマー。キャバルリーカスタムでは「焼き入れされた鋼鉄」をイメージした特殊塗装がなされている。

製品に付属してくるカートリッジはヨコ型のケー
スに入っているが、別売品はタテ型パッケージだ。

●SAA.45用スペアカートリッジ（６発）3,278円

フレーム下部スクリューの １ つに
「ASGKセフティ」の機能があり、フル
コック状態で左側から押し込む事で
ON（＝発射できない状態）となる。右
利きの人ならトリガーフィンガーで操
作しやすい位置なのも良い。

（＝0.135J以下）
ながら、飛距離・命中精

度・操作性ともに実用性充分な
製品としてまとめあげたのが東京マ
ルイ／エアーリボルバーPROシリ
ーズだ。
　0.12ｇBB弾だとHOP最弱でもし
っかりスピンが掛かって遠くまで飛

び30m先にまで到達する。
シューティングマッチやサバイ

バルゲームで使用するなら直進性に
優れた0.2ｇBB弾の出番だが、可変
HOP-UPの搭載でこちらでもきめ
細かい調整が可能。そう、「徹底的に
遊べるSAA」なのだ。
　新たにモデルアップされるキャバ
ルリー カスタムは1870年代当時に

「理想の軍用拳銃」を追い求め完成さ
れたSAA.45の迫力あるオリジナル・
フォルム＝7.5インチ銃身を再現し
つつ、多くのマカロニウェスタン映
画で鮮烈な印象を残した金色に輝く
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　過去10回に渡って特集してきたCIF。
今月号でついに感動のフィナーレで
す！　いやぁ、あっという間ですね。１
年間くらい続けていた特集なので感慨
深い限りです。最後となるパート11で
は過去のCIF特集をぎゅっと凝縮。もち
ろん詳細は過去の各パートを読んで頂
きたいのですが、CIFに関するポイント

を簡潔にまとめていますので、このパ
ートだけ読んでもCIFの全体像が分か
る&興味が湧くようになっているはず。
項目ごとにパートを振っていますが、こ
の割り振りは過去のCIF特集の各パー
トと連携していますので、もっと詳しい
情報を読みたい方はバックナンバーを
紐解くインデックスとしてご活用くだ

さいまし。皆さんのグリーンベレーライ
フのお供にして頂けたらこれ幸いにご
ざいます。またいつかCIFに関する新し
い情報などありましたら当連載でご紹
介するつもりです！　そしてDJちゅう
は変わらずグリーンベレーが大好きな
ので本連載「月刊グリーンベレー」は
今後も続きます！　お楽しみに～！

特殊部隊CIF中隊特集パート11

文・イラスト／DJちゅう　
写真／U.S.ARMY

Part 11
SPECIAL FORCES 
CIF COMPANIES
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